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ML擁壁〈県統一型〉

ML擁壁〈県統一型〉
インフラウォール

インフラウォール〈ML対応型〉〈道路用L型擁壁〉

基本形状図

標準敷設
材料表

形状・寸法
重量表

■背面図

■水抜孔

■標準敷設図 ※Sタイプ ■縦壁部

■底版部

■側面図

     600
     800
   1000
   1200
   1400
   1600
   1800
   2000
   2500
   3000
※3500
  許容差

  600
  800
1000
1200
1400
1600
1800
2000
2500
3000
3500
±5

  580（290）
  720（360）
  860（430）
1080（540）
1280（640）
1540（770）
1770（885）
2070（1035）
2790（1395）
3750（1875）
4530（2265）

－

呼称
H

  650
  750
  850
1000
1100
1250
1350
1450
1750
2050
2340
±5

B
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
±5

T1
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
±5

T4
－
－
－

300
300
300
300
300
500
500
700
－

H1
－
－
－

300
300
300
300
300
300
300
500
－

B1
  400
  400

550(400)
550(400)
550(470)
550(530)

  600
  670
  830
1000
1000

－

H2
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

1000
－

H3
14
17
20
23
26
29
32
34
41
48
55
－

L2
1972
1966
1960
1954
1948
1942
1936
1932
1918
1904
1890
±5

L1
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
±5

L
100
100
100
120
120
150
150
200
200
200
230
－

g
100
100
100
110
120
130
140
150
180
220
240
±5

T2
100
100
100
110
120
130
140
150
180
220
240
±5

T3
寸　　　法（mm） 参考重量

（kg）

■寸法・重量表 （　）重量は1mものの重量です。

※最小半径約38m（最大曲げ角度3°）まで対応できます。1mのものはＬ＝995mm。

※裏込め材は、必要に応じて
　計上してください。

※呼称3500は県統一規格外です。

■標準敷設材料表(Sタイプ兼用）

     600
     800
   1000（1000S)
   1200（1200S)
   1400（1400S)
   1600（1600S)
   1800（1800S)
   2000（2000S)
   2500(2250S)(2500S)
   3000(2750S)(3000S)
※3500(3250S)(3500S)

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

7.50
8.50
9.50

11.00
12.00
14.50
15.50
16.50
19.50
22.50
25.40

150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
200

750
850
950

1100
1200
1450
1550
1650
1950
2250
2540

0.75
0.85
0.95
1.10
1.20
1.45
1.55
1.65
1.95
2.25
3.81

100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
150

  650
  750
  850
1000
1100
1250
1350
1450
1750
2050
2340

0.130
0.150
0.170
0.200
0.220
0.250
0.270
0.290
0.350
0.410
0.468

20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20

2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
3.00

呼　称
(H）

擁壁
本数

（本）

寸　　　法（mm）

t1B1 t2
基礎材
（m2）

基礎型枠
（m2）

基礎コンクリート
（m3）

敷モルタル
（m3）

0.01
0.02
0.02
0.02
0.02
0.03
0.03
0.03
0.04
0.05
0.06

目地モルタル
（m3）B t3

基　礎　工

※呼称3500（3250S）（3500S）は県統一規格外です。

（10m当り）

90 75
標準敷設図

基本形状図
H＝4000～
5000

形状・寸法
重量表

形状・寸法
敷設材料表

■背面図■側面図

■寸法・重量表

4000
4500
5000
許容差

5600（2800）
6770（3385）
8280（4140）

－

呼称

100
100
100
+5-2

T1

520
680
770
－

h1

850
850
850
－

h2

500
500
500
－

B1

1840
1840
1840

－

L1

1000
1000
1000

－

H1

1000
1000
1000

－

H2

1600
2500
3000

－

H3

150
150
150
+5-2

T2

2000
2000
2000

+10-5

L
2650
2950
3250

+10-5

B
4000
4500
5000

+10-5

H
寸　　　法（mm） 参考重量

（kg）

■コンクリート基礎工による標準敷設材料表（Sタイプ兼用）

4000（3750S）（4000S）
4500（4250S）（4500S）
5000（4750S）（5000S）

5
5
5

28.50
31.50
34.50

200
200
200

2850
3150
3450

4.28
4.73
5.18

150
150
150

2650
2950
3250

0.530
0.590
0.650

20
20
20

3.00
3.00
3.00

呼称
H

擁壁
本数

（本）

寸　　　法（mm）

t1（mm）B1 t2（mm）

基礎材
（m2）

基礎型枠
（m2）

基礎コンクリート
（m3）

敷モルタル
（m3）B t3（mm）

基　礎　工

（　）重量は1mものの重量です。

（10m当り）

※1mものはＬ＝995mm

※Sタイプ

g
g
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ML擁壁〈県統一型〉

ML擁壁〈県統一型〉
インフラウォール

インフラウォール〈ML対応型〉〈道路用L型擁壁〉

基本形状図

標準敷設
材料表

形状・寸法
重量表

■背面図

■水抜孔

■標準敷設図 ※Sタイプ ■縦壁部

■底版部

■側面図

     600
     800
   1000
   1200
   1400
   1600
   1800
   2000
   2500
   3000
※3500
  許容差

  600
  800
1000
1200
1400
1600
1800
2000
2500
3000
3500
±5

  580（290）
  720（360）
  860（430）
1080（540）
1280（640）
1540（770）
1770（885）
2070（1035）
2790（1395）
3750（1875）
4530（2265）

－

呼称
H

  650
  750
  850
1000
1100
1250
1350
1450
1750
2050
2340
±5

B
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
±5

T1
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
±5

T4
－
－
－

300
300
300
300
300
500
500
700
－

H1
－
－
－

300
300
300
300
300
300
300
500
－

B1
  400
  400

550(400)
550(400)
550(470)
550(530)

  600
  670
  830
1000
1000

－

H2
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

1000
－

H3
14
17
20
23
26
29
32
34
41
48
55
－

L2
1972
1966
1960
1954
1948
1942
1936
1932
1918
1904
1890
±5

L1
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
±5

L
100
100
100
120
120
150
150
200
200
200
230
－

g
100
100
100
110
120
130
140
150
180
220
240
±5

T2
100
100
100
110
120
130
140
150
180
220
240
±5

T3
寸　　　法（mm） 参考重量

（kg）

■寸法・重量表 （　）重量は1mものの重量です。

※最小半径約38m（最大曲げ角度3°）まで対応できます。1mのものはＬ＝995mm。

※裏込め材は、必要に応じて
　計上してください。

※呼称3500は県統一規格外です。

■標準敷設材料表(Sタイプ兼用）

     600
     800
   1000（1000S)
   1200（1200S)
   1400（1400S)
   1600（1600S)
   1800（1800S)
   2000（2000S)
   2500(2250S)(2500S)
   3000(2750S)(3000S)
※3500(3250S)(3500S)

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

7.50
8.50
9.50

11.00
12.00
14.50
15.50
16.50
19.50
22.50
25.40

150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
200

750
850
950

1100
1200
1450
1550
1650
1950
2250
2540

0.75
0.85
0.95
1.10
1.20
1.45
1.55
1.65
1.95
2.25
3.81

100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
150

  650
  750
  850
1000
1100
1250
1350
1450
1750
2050
2340

0.130
0.150
0.170
0.200
0.220
0.250
0.270
0.290
0.350
0.410
0.468

20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20

2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
3.00

呼　称
(H）

擁壁
本数

（本）

寸　　　法（mm）

t1B1 t2
基礎材
（m2）

基礎型枠
（m2）

基礎コンクリート
（m3）

敷モルタル
（m3）

0.01
0.02
0.02
0.02
0.02
0.03
0.03
0.03
0.04
0.05
0.06

目地モルタル
（m3）B t3

基　礎　工

※呼称3500（3250S）（3500S）は県統一規格外です。

（10m当り）

90 75

標準敷設図

基本形状図
H＝4000～
5000

形状・寸法
重量表

形状・寸法
敷設材料表

■背面図■側面図

■寸法・重量表

4000
4500
5000
許容差

5600（2800）
6770（3385）
8280（4140）

－

呼称

100
100
100
+5-2

T1

520
680
770
－

h1

850
850
850
－

h2

500
500
500
－

B1

1840
1840
1840

－

L1

1000
1000
1000

－

H1

1000
1000
1000

－

H2

1600
2500
3000

－

H3

150
150
150
+5-2

T2

2000
2000
2000

+10-5

L
2650
2950
3250

+10-5

B
4000
4500
5000

+10-5

H
寸　　　法（mm） 参考重量

（kg）

■コンクリート基礎工による標準敷設材料表（Sタイプ兼用）

4000（3750S）（4000S）
4500（4250S）（4500S）
5000（4750S）（5000S）

5
5
5

28.50
31.50
34.50

200
200
200

2850
3150
3450

4.28
4.73
5.18

150
150
150

2650
2950
3250

0.530
0.590
0.650

20
20
20

3.00
3.00
3.00

呼称
H

擁壁
本数

（本）

寸　　　法（mm）

t1（mm）B1 t2（mm）

基礎材
（m2）

基礎型枠
（m2）

基礎コンクリート
（m3）

敷モルタル
（m3）B t3（mm）

基　礎　工

（　）重量は1mものの重量です。

（10m当り）

※1mものはＬ＝995mm

※Sタイプ

g

g



■ 2024宮崎
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PLANNING DATA

180180

ML擁壁Sタイプ〈県統一型〉

ML擁壁Sタイプ
インフラウォールSタイプ

インフラウォールSタイプ〈ML対応型〉〈道路用L型擁壁〉

■側面図 ■背面図 ■嵩上げ部

●嵩上げについて
1.ML擁壁（県統一型）前璧天端部を道路勾配等に合わせて嵩上げを行う場合、現場での所定の高さまでコンクリートの打ち継ぎを行

いますが、その際には標準規格品より上位（H寸法の大きい）の標準規格品を使用し、その際製品の頭部（前壁天端部）を仕切った製
品により対応します。また、頭部にはインサート（M12用）を埋め込んで現場にて差筋ができるように配慮しました。

2.天端部差筋は異形棒鋼（D13 SD345）のネジ切り付きを使用します。なお、差筋については嵩上げ用製品の出荷時にメーカーより
用意します。

3.差筋の長さは製品天端からの出が200mmとし、ピッチは250mmとします。
4.嵩上げ高さ（h）はL＝2000,1000mmに対して

天端勾配調整用ブロック
「カサロック」がございます。

天端勾配調整用ブロック
「カサロック」がございます。

@＝200程度で
配筋します。

■寸法・重量表

   1000S
   1200S
   1400S
   1600S
   1800S
   2000S
   2250S
   2500S
   2750S
   3000S
※3250S
※3500S
  許容差

  800
1000
1200
1400
1600
1800
2000
2250
2500
2750
3000
3250
±5

  760（380）
  980（490）
1180（590）
1440（720）
1670（835）
1970（985）
2550（1275）
2670（1335）
3510（1755）
3630（1815）
4290（2145）
4410（2205）

－

呼称
H

  850
1000
1100
1250
1350
1450
1750
1750
2050
2050
2340
2340
±5

B
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
±5

L
1960
1954
1948
1942
1936
1932
1918
1918
1904
1904
1890
1890
±5

L1

寸　法（mm） 参考重量
（kg）

（　）重量は1mものの重量です。

※呼称3250Ｓ・3500Ｓは県統一規格外です。

L

h= h1+h2
2

1000S～2000S（h=200mm以下です）
2500S,3000S,3500S（h=250mm以下です）
2250S,2750S,3250S（h=500mm以下です）

100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
±5

T1
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
±5

T4
－

300
300
300
300
300
300
300
300
300
500
500
－

B1
550(400)
550(400)
550(470)
550(530)

  600
  670
  830
  830
1000
1000
1000
1000

－

H2
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

1000
1000

－

H3
20
23
26
29
32
34
41
41
48
48
55
55
－

L2
100
120
120
150
150
200
200
200
200
200
230
230
－

g
100
110
120
130
140
150
180
180
220
220
240
240
±5

T2
100
110
120
130
140
150
180
180
220
220
240
240
±5

T3

20
0 差筋（D13 SD345　 L=200mm）

インサート金具（M12）

500 5001000

差筋（D13 SD345）

（D13 SD345）
インサート（M12）

嵩上げ部分
σ ck=24N/mm2以上

T1

形状・寸法
重量表

S-TYPE

基本形状図

形状・寸法
重量表

S-TYPE

基本形状図

20
0

■背面図■側面図 ■嵩上げ部詳細

差筋 D13 SD345

インサート M12 鉄筋 D13 SD345

嵩上コンクリート
σ ck=24N/mm2以上

■寸法・重量表

3750S
4000S
4250S
4500S
4750S
5000S
許容差

5360（2680）
5480（2740）
6530（3265）
6650（3325）
8040（4020）
8160（4080）

－

呼称

100
100
100
100
100
100
+5-2

T1
520
520
680
680
770
770
－

h1
350
600
350
600
350
600
－

h2
500
500
500
500
500
500
－

B1
1840
1840
1840
1840
1840
1840

－

L1
1000
1000
1000
1000
1000
1000

－

H1
1000
1000
1000
1000
1000
1000

－

H2
1600
1600
2500
2500
3000
3000

－

H3
150
150
150
150
150
150
+5-2

T2
2000
2000
2000
2000
2000
2000

+10-5

L
2650
2650
2950
2950
3250
3250

+10-5

B
3500
3750
4000
4250
4500
4750

+10-5

H
寸　　　法（mm） 参考重量

（kg）

（　）重量は1mものの重量です。

※1mものはＬ＝995mm

●嵩上げについて
1．インフラウォール前璧天端部を道路勾配等に合わせて嵩上げを行う場合、現場での所定の高さまでコンクリートの打ち継ぎを行

いますが、その際には標準規格品より上位（H寸法の大きい）の標準規格品を使用し、その際製品の頭部（前壁天端部）を仕切った
製品により対応します。また、頭部にはインサート（M12用）を埋め込んで現場にて差筋ができるように配慮しました。

2．天端部差筋は異形棒鋼（D13 SD345）のネジ切り付きを使用します。なお、差筋については嵩上げ用製品の出荷時にメーカー
より用意します。

3．差筋の長さは製品天端からの出が200mmとし、ピッチは250mmとします。
4．嵩上げ高さ（h）はL＝2000,1000mmに対して下記の通りです。

L

h= h1+h2
2

4000S,4500S,5000S（h=250mm以下です）
3750S,4250S,4750S（h=500mm以下です）

g

g
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181181

ML擁壁Sタイプ〈県統一型〉

ML擁壁Sタイプ
インフラウォールSタイプ

インフラウォールSタイプ〈ML対応型〉〈道路用L型擁壁〉

■側面図 ■背面図 ■嵩上げ部

●嵩上げについて
1.ML擁壁（県統一型）前璧天端部を道路勾配等に合わせて嵩上げを行う場合、現場での所定の高さまでコンクリートの打ち継ぎを行

いますが、その際には標準規格品より上位（H寸法の大きい）の標準規格品を使用し、その際製品の頭部（前壁天端部）を仕切った製
品により対応します。また、頭部にはインサート（M12用）を埋め込んで現場にて差筋ができるように配慮しました。

2.天端部差筋は異形棒鋼（D13 SD345）のネジ切り付きを使用します。なお、差筋については嵩上げ用製品の出荷時にメーカーより
用意します。

3.差筋の長さは製品天端からの出が200mmとし、ピッチは250mmとします。
4.嵩上げ高さ（h）はL＝2000,1000mmに対して

天端勾配調整用ブロック
「カサロック」がございます。

天端勾配調整用ブロック
「カサロック」がございます。

@＝200程度で
配筋します。

■寸法・重量表

   1000S
   1200S
   1400S
   1600S
   1800S
   2000S
   2250S
   2500S
   2750S
   3000S
※3250S
※3500S
  許容差

  800
1000
1200
1400
1600
1800
2000
2250
2500
2750
3000
3250
±5

  760（380）
  980（490）
1180（590）
1440（720）
1670（835）
1970（985）
2550（1275）
2670（1335）
3510（1755）
3630（1815）
4290（2145）
4410（2205）

－

呼称
H

  850
1000
1100
1250
1350
1450
1750
1750
2050
2050
2340
2340
±5

B
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
±5

L
1960
1954
1948
1942
1936
1932
1918
1918
1904
1904
1890
1890
±5

L1

寸　法（mm） 参考重量
（kg）

（　）重量は1mものの重量です。

※呼称3250Ｓ・3500Ｓは県統一規格外です。

L

h= h1+h2
2

1000S～2000S（h=200mm以下です）
2500S,3000S,3500S（h=250mm以下です）
2250S,2750S,3250S（h=500mm以下です）

100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
±5

T1
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
±5

T4
－

300
300
300
300
300
300
300
300
300
500
500
－

B1
550(400)
550(400)
550(470)
550(530)

  600
  670
  830
  830
1000
1000
1000
1000

－

H2
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

1000
1000

－

H3
20
23
26
29
32
34
41
41
48
48
55
55
－

L2
100
120
120
150
150
200
200
200
200
200
230
230
－

g
100
110
120
130
140
150
180
180
220
220
240
240
±5

T2
100
110
120
130
140
150
180
180
220
220
240
240
±5

T3

20
0 差筋（D13 SD345　 L=200mm）

インサート金具（M12）

500 5001000

差筋（D13 SD345）

（D13 SD345）
インサート（M12）

嵩上げ部分
σ ck=24N/mm2以上

T1

形状・寸法
重量表

S-TYPE

基本形状図

形状・寸法
重量表

S-TYPE

基本形状図

20
0

■背面図■側面図 ■嵩上げ部詳細

差筋 D13 SD345

インサート M12 鉄筋 D13 SD345

嵩上コンクリート
σ ck=24N/mm2以上

■寸法・重量表

3750S
4000S
4250S
4500S
4750S
5000S
許容差

5360（2680）
5480（2740）
6530（3265）
6650（3325）
8040（4020）
8160（4080）

－

呼称

100
100
100
100
100
100
+5-2

T1
520
520
680
680
770
770
－

h1
350
600
350
600
350
600
－

h2
500
500
500
500
500
500
－

B1
1840
1840
1840
1840
1840
1840

－

L1
1000
1000
1000
1000
1000
1000

－

H1
1000
1000
1000
1000
1000
1000

－

H2
1600
1600
2500
2500
3000
3000

－

H3
150
150
150
150
150
150
+5-2

T2
2000
2000
2000
2000
2000
2000

+10-5

L
2650
2650
2950
2950
3250
3250

+10-5

B
3500
3750
4000
4250
4500
4750

+10-5

H
寸　　　法（mm） 参考重量

（kg）

（　）重量は1mものの重量です。

※1mものはＬ＝995mm

●嵩上げについて
1．インフラウォール前璧天端部を道路勾配等に合わせて嵩上げを行う場合、現場での所定の高さまでコンクリートの打ち継ぎを行

いますが、その際には標準規格品より上位（H寸法の大きい）の標準規格品を使用し、その際製品の頭部（前壁天端部）を仕切った
製品により対応します。また、頭部にはインサート（M12用）を埋め込んで現場にて差筋ができるように配慮しました。

2．天端部差筋は異形棒鋼（D13 SD345）のネジ切り付きを使用します。なお、差筋については嵩上げ用製品の出荷時にメーカー
より用意します。

3．差筋の長さは製品天端からの出が200mmとし、ピッチは250mmとします。
4．嵩上げ高さ（h）はL＝2000,1000mmに対して下記の通りです。

L

h= h1+h2
2

4000S,4500S,5000S（h=250mm以下です）
3750S,4250S,4750S（h=500mm以下です）

g

g
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ML擁壁コーナー用/
ザ・ウォールⅡ

ザ・ウォールⅡ

設計条件

1. 前壁が垂直なので土地の有効活用が図れます。

2. 製品間の接合に柔軟に対応するため、プレート継手を採用しています。

3. 擁壁の天端にフェンスを取り付けることができます。

●特長

■許容応力度 （N/mm2）

設計基準強度　Fc
圧縮許容応力度　fc
せん断許容応力度　fs
許容応力度　ft
終局時強度　σu

10
0.79
195.0

20
1.18
295

20
1.18
295

30

395

常　期
長　期 短　期項　　目

フェンス荷重 地震時

〈国土交通大臣認定製品〉
〈宅地用Ｌ型擁壁：H3000以下〉

コンクリート

鉄　　筋
SD295A

■安全計算安全率

地盤反力
転　　倒
滑　　動

1.5以上
1.5以上

1.0以上
1.0以上

1.0以上
1.0以上

地耐力以下
常　期
長　期 短　期項　　目

フェンス荷重 地震時

■土質定数

土の単位重量
コンクリートの単位重量
表面載荷
フェンス荷重
土圧算定式
背面土の内部摩擦角
支持地盤の摩擦係数
地震時設計震度　水平震度
鉛直震度

－
物部・岡部式

kH=0.225
kV=0

pF=1kN/m
クーロン式

－
－

γs=16～19kN/m3

γc=24kN/m3

q=10kN/m2

φ25°～
μ=tanθ（μ＞0.6の場合　μ=0.6とする）

常　期
長　期 短　期項　　目

フェンス荷重 地震時
・岩盤に設置する場合を除き根入れ深さは、前

壁高さの15/100（その値が35cmに満たな
いときは35cm）以上とすること。ただし、擁壁
の設置される基礎地盤の内部摩擦角が30°未
満であるときは、前壁高さの20/100（その値
が45cmに満たないときは45cm）以上とす
る。（宅地造成等規制法施行令第八条より）

・その他築造に関する諸条件は「築造仕様書」に
よること。

荷重（外力）の組合せ‥‥下記3タイプの組合せについて検討する。
常時（長期）
フェンス荷重（短期）
地震時（短期）

［（自重）＋（主働土圧）＋（表面載荷）］
［（自重）＋（主働土圧）＋（表面載荷）＋（フェンス荷重）］
［（自重）＋（主働土圧）＋（表面載荷）＋（擁壁・裏込土水平慣性力）］

ML擁壁
コーナー用
基本形状図

形状・寸法
重量表

  600
  800
1000
1200
1400
1600
1800
2000

  600
  800
1000
1200
1400
1600
1800
2000

490
600
720
890

1040
1210
1380
1630

呼称
H

  650
  750
  850
1000
1100
1250
1350
1450

B
100
100
100
100
100
100
100
100

T1
100
100
100
100
100
100
100
100

T4
－
－
－

300
300
300
300
300

H1
－
－
－

300
300
300
300
300

B1
400
400

550(400)
550(400)
550(470)
550(530)

600
670

H2
1109
1009
  909
  759
  659
  509
  409
  309

L3
14
17
20
23
26
29
32
34

L2
1095
  992
  889
  736
  633
  480
  377
  275

L1
1250
1150
1050
  900
  800
  650
  550
  450

L4
100
100
100
120
120
150
150
200

g
100
100
100
110
120
130
140
150

T2
100
100
100
110
120
130
140
150

T3
寸　　　法（mm） 参考重量

（kg）

■寸法・重量表

H
■側面図 ■参考敷設図

　(90°の場合)

(左用）

(右用）

※詳細については、別途営業にお問い合わせ下さい。

■平面図
　(コーナー右用)

■平面図
　(コーナー左用)

H1

g

g

T4
10
0

T3

B1

T1

T2

L2 141
M12インサート

500 400

10
0

100

1000
1900

Ｂ
ｇ

T2 T1
B1 B1

L1

L3

L4

H2

現場打コンクリート

現場打コンクリート

L2141
M12インサート

500

100

100

コーナー部材

現場打ちコンクリート
H=600～2000　σck=24N/mm2以上
H=2500・3000　σck=30N/mm2以上

（右用）

（左用）

L=1950

L=2000

300 300

H=
25

00
・3

00
0

400 1000
1900

Ｂ

ｇ
T2T1

L1

L3

L4

19
00

1900
90°

ML擁壁コーナー用

※H=2500,3000サイズイメージ図
　角度（θ）は、90°～160°にて5°刻みで応可能
　詳細は営業担当にお問い合わせください。

θ

H=2500 : B=1000

H=3000 : B=1000
B

（kN/m2）

擁壁高
H

背面土の内部摩擦角
0.225
25°

■基礎地盤の必要地耐力
　（築造仕様書より引用）

1000
1250
1500
1750
2000
2250
2500
2750
3000

70
80

100
110
120
120
130
140
150

※上記表は、認定条件内での数字です。
　土質定数・コーナー角度など御指示頂ければ、詳細の計算書は別途対応致します。




